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2025年10月17日～19日に愛知県国際展示場で開催された「第45回全国アビリンピック（全国障害者技能競技大会）」

（主催：独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構、愛知県）において、ポラスグループ ポラス株式会社（埼玉県越

谷市、代表取締役：中内 晃次郎）の空田 聡（そらた さとし）が「表計算」競技で金賞を、ポラスシェアード株式会社（埼玉

県越谷市、代表取締役：中内 晃次郎）の渡辺 啓仁（わたなべ けいと）が「パソコンデータ入力」競技で銅賞をそれぞれ

受賞しました。全国大会での入賞はポラスグループ初となります。 

 

ポラスグループ（全27社）では、特例子会社及び関連会社11社（※）の2024年度障がい者雇用率が3.0%となっており、厚生

労働省の定める法定雇用率（2023 年度2.3%、2024 年度2.5%、2025 年度4 月以降2.5%）を上回っています。今後も、障がいのあ

る方々が働きやすく、能力を伸ばせる職場づくりを進めてまいります。 

（※）法定雇用率が義務付けられている、一定規模以上の親会社、グループ会社 
 
 

■金賞を受賞した 空田 聡 コメント 

 日頃の業務で培ったスキルを発揮できたことを光栄に思います。ご指

導・ご支援をいただいた皆さんに心より感謝申し上げます。今後もこの

経験を活かし、日々の業務に取り組んでまいります。 

 

■銅賞を受賞した 渡辺 啓仁 コメント 

2 回目の全国大会出場で銅賞を受賞することができて、まずは一安

心しました。この受賞は、応援してくれた会社の方々のおかげでもある

ので、こうして結果を残し、メダルを持ち帰ることができて嬉しい気持ち

でいっぱいです。 

 

 

 
 

「アビリンピック」（ABILYMPICS）とは、「障害者技能競技大会」の愛称で、「アビリティ」（ABILITY／能力）と「オリンピッ

ク」（OLYMPICS）を合わせた言葉です。全国アビリンピックは、障害のある方々が日頃職場などで培った技能を競う大会

です。障害のある方々の職業能力の向上を図るとともに、企業や社会一般の人々に障害のある方々に対する理解と認

識を深めてもらい、その雇用の促進を図ることを目的として開催しています。第45 回大会は、全国からワード・プロセッ

サ、データベース、表計算、ビルクリーニングなど全25 競技、合計428 名が参加し技能を競い合いました。 

（ホームページ：https://www.jeed.go.jp/disability/activity/abilympics/national/index.html） 

 

  
 

本件に関するお問い合わせ先 
ポラスグループ ポラス株式会社 コミュニケーション部 広報課 

ＴＥＬ：048-989-9151 

『第 45 回全国アビリンピック（全国障害者技能競技大会）』 
ポラスの空田 聡が金賞を受賞 

ポラスシェアードの渡辺 啓仁が銅賞を受賞、同大会での入賞はグループ初！ 
 

ポラスグループ 
ポラス株式会社 

ポラスシェアード株式会社 

2025 年10 月20 日 

金賞を受賞した空田（向かって右）と銅賞受賞の渡辺 

https://www.jeed.go.jp/disability/activity/abilympics/national/index.html

